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 □ 学校の概要 

推進校 岩見沢市立中央小学校 

校長名 加藤 敦 教職員数     ４０名 

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 特別支援 合 計 

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ５ １６ 

児童数 ４６ ５４ ５５ ４６ ５６ ５２ ２３ ３３３ 

住 所 〒068-0027 岩見沢市７条西１６丁目７－３ 

電 話 0126-22-0285 

ＦＡＸ 0126-22-9901 

ＵＲ－Ｌ https://www.iwamizawachuo-cs.com 

ｅ－ｍａｉｌ chuos@edu.hamanasu.com 

 

 

Ⅰ 学校教育目標 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 中期及び単年度の具体的目標 

 

 
 

令和７年度学校経営の重点 

 

 

 

 

 

  令和７年度も、引き続いて同じ学校経営コンセプトとする。 

  このコンセプトは、全ての教職員が学校での役割や日々の取組を自分自身の判断や意識のもと

で進めていくことを意味する。これにより、学校全体の教育活動や運営が一人ひとりにとって身近

で主体的なものとなると同時に、その姿は子どもたちの学びや成長に直接的な影響を与えると考

えている。具体的には、以下のような姿勢を大切にしていく。 

 

 

 

 

『自分ごと（自分の事）』となる教育活動や分掌業務の推進 

 



 

 

  ① 何事にも「自分ごと」として関わる 

・学校全体の目標や取組を他人任せではなく、「自分の力でどう関わり、貢献できるか」を

考える姿勢をもつこと。 

  ② 主体性を発揮する 

・分掌業務や教育活動を単なる義務として行うのではなく、創意工夫や意欲をもって取り組

み、成果を共有すること。 

  ③ 個の意識を大切にしながらもチームで協働する 

・各自が自分の役割を明確に理解し、積極的に責任を果たす中でも、横のつながりを大切に

し、チームとしてより良い成果を目指すこと。 

 

 

Ⅲ 各種具体的な計画 

 ＊ 学校経営の具体的な内容～本年度の視点、重点的に取組むこと等 

 

 

 

 

 

本校に対する評価・評判を外部の方から伺うとき、校長として最も嬉しかった言葉は、「中央小

は玄関に入ったときから雰囲気が違う。教室に入った瞬間に“これから素晴らしい授業が始まるに

違いない”と感じる。結果、その通りになる。」というもので、複数の方から同様の感想を聞いて

いる。このような素敵な雰囲気を醸し出している要因は何か。 

  それは、教職員の人柄や子どもたちの素直さ等たくさん考えられるが、間違いなく言えるのは、

数年来続けてきている「ピア・サポート活動」の成果である。 

 

  この現在の状況を可能な限り持続し、さらに良いものにしていくため、ピア・サポートに関わ

る活動（MLA：マルチレベルアプローチ）を充実させていく必要があると考えている。今年度、ま

ずは以下の３点を教職員に意識させる。 

 

①「ピア・サポートとは何か」「何のために取り組むのか」「どういう状態を目指すのか」という

根本を全員で確認 

②『岩見沢型ピア・サポート』（MLA）への理解を深め、積極的に導入 

③保護者・地域へのピア・サポートに関わる活動の発信と協力の要請 

 

  例えば授業では、これまでもピア・サポートで培った「傾聴・受容・共感」を活用してきた。

そして、授業づくりとピア・サポートを両輪とした学校づくりを進めてきた。今後は、さらに意識

『支え合い・助け合う』意識を全教育活動で育てる 



を高めて『授業と生徒指導の一体化』を行い学力と同時に全人的成長をはかるとともに、その他の

全ての教育活動においても『支え合い・助け合う』視点を大切にしていく。 

 

 

 

 

   

 子どもが学びや生活に対し、自分ごととして主体的に取り組んでいくためには、教職員からの声

がけだけでは足りない。「もし、間違ったり失敗したりしたらどうしよう」という子どもたちの不

安を払拭して、チャレンジしやすい環境をつくる必要がある。 

 

本校では、各教室の入り口に『教室はまちがうところだ』の掲示物がある。このことについて、

昨年度吉永教育長より「『間違うところだ』より『間違ってもいいところ』の方が子どもたちに意

味が伝わるのではないか」という助言をいただきました。確かに、掲示している意味合いは、子ど

もたちに対しては「心配しなくてもいいよ。失敗したって大丈夫。みんなは受け止めてくれるよ。」

であり、教員に対しては、「正解を求めることが全てじゃない。そのことを忘れずに子どもと接し

ていこう。」である。そこで、表現を『間違うところだ』から『間違ってもいいところ』に変更す

る。教室は、子どもたちが１日のうちの大半を過ごす場所である。子どもたちに対しては、岩見沢

型ピア・サポートの取組を中心にして、教室が安心して過ごせる場所となるようにしていく。 

 

また、子どもたちの中には、自分がどう思われるのか不安だから目立つのを嫌がったり、周りか

ら浮くことを恐れたりする子が少なからずいる。言われたことはきちんとこなすけど、それ以上の

ことはやらない子も増えてきているように感じる。そういう子たちに対し、教職員が精神論的な言

葉がけで気持ちや意欲を高めようとしてもなかなかうまくいかない。 

精神面ではなく、子どもたちの行動に着目して「この部分が良かったね」と評価することで自信

につなげていく。また、大人が武勇伝を語るのではなく、挑戦し、失敗し、復活する姿を示すこと

で、それを見た子どもの心は必ず動く。そういう機会を意図的に設けていくようにすることも大切

である。 

 

【知：ひろがる学び 「学ぶ力」づくり】  

（１）「中央小 授業づくりガイドブック」及び校内研修による「資質・能力の育成を目指す授業

づくり」をふまえ、個別最適な学びと協働的な学びの充実を図り、全ての子どもの可能性を

引き出す「主体的・対話的で深い学び」の具現化を図る。 

（２）「主体的・対話的で深い学び」の基礎となる自ら学習に取り組む力と基礎的・基本的な資質・

能力を日々の学習を通して確実に定着させる。 

 （３）ピア・サポートで培った「傾聴・受容・共感」の信頼関係に基づく学習集団づくりを推進

する。 

（４）一人一台端末を効果的に活用した授業づくりを推進する。「タブレットを使って授業する」

『教室は間違ってもいいところ』の徹底 ～率先する大人であれ～ 



から「目指す授業をするために、タブレットを使う」段階を目指す。 

（５）「情報活用能力育成の系統表」をもとに、学年段階に応じたスキルやプログラミング的思考

を身に付ける。 

（６）目指す子ども像や育成する資質・能力を明確にし、評価基準や評価方法の見直し、各種テス

トの実施を通して、指導と評価の一体化を図り、適正な評価に努める。 

 （７）校内研修の充実、児童による授業評価、標準学力テストの結果分析等の活用により、効果

的な授業改善と授業形態の工夫に努める。 

（８）読書活動の充実を図り、学力の基礎となる言語活動の工夫・改善に努める。 

（９）外国語のコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、実際に英語が使える子どもの

育成に向け、ＡＬＴの有効活用を図るなど外国語教育の充実に努める。また、外国語の背景に

ある文化を理解し、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。 

 

【徳：つながる心 「人」づくり】  

（１）基本的な生活習慣の定着のもとに、望ましい社会規範など公共の精神を養う。 

（２）岩見沢型ピア・サポートの実践を通して、互いの良さや人格を尊重する態度、思いやりの心

の育成に努めるとともに、支持的・親和的な集団づくりに努め、失敗を恐れずにチャレンジで

きる風土をつくる。 

（３）ＱＵテストの結果分析を活用し、意図的・計画的な学級づくりを行うとともに、共感的理解

や受容的態度のもと、子どもの自己指導能力の育成に努める。 

（４）｢特別の教科 道徳」の充実に努め、豊かな情操と内面に根ざした道徳性を養い、道徳的な

判断力、心情、実践的意欲と態度を育てる。 

（５）学級活動や総合的な学習の時間「共友タイム」を通して、共生や多様性を学び、互いのよさ

や人格を尊重する態度、思いやりの心の育成に努める。 

（６）特別支援教育の充実のために、個のニーズにあった教育活動を計画・実践し、自立をめざし

た指導に努める。 

（７）全学級で個人に丁寧に目を向け、特性や困り感に応じた特別支援的な教育的配慮と指導を行

う。 

（８）不登校や教室へ入れない児童等への組織的対応の確立や個別指導の充実を図る。 

（９）生命尊重や規範意識の高揚など、いじめや問題行動を許さない風土づくりに努める。 

 

【体：まけない体 体づくり】  

（１）自らの健康、安全について関心を高め、調和のとれた心と体で安全な生活を営むために必要

な知識と態度の育成に努める。 

（２）日常的な体力づくりや体育の授業にバルシューレを位置づけ、運動への関心を高め体づくり

と体力向上に努める。 

（３）校舎内外の清掃・美化に対する関心を高め、清潔で過ごしやすい生活環境づくりに取り組む

態度の育成に努める。 

 



（４）アレルギー対応の充実と危険を回避できる能力の育成に努める。 

（５）薬物乱用防止、性の教育、食育の推進に努める。 

 

【地域・保護者とともにある学校づくり】  

（１）「社会に開かれた教育課程」を視点に、本校の教育目標達成に向けた教育活動の推進と適切

な進行管理に努める。 

（２）総合的な学習の時間（ふるさと教育・キャリア教育・共に学び合う教育等）を通して、地域

社会との関わりに目を向け、地域を学ぶとともに、自己の生き方や夢・希望の実現について考

え、地域と積極的にかかわる態度を育てる。 

（３）外部・地域人材や北海道教育大学岩見沢校との連携を強化し、本物に触れる教育活動を推進

する。 

（４）中央小学校 PTCAの活性化を図り、子どもの幸せと健全な成長を図ることを目的とし、その

達成に向けて協力して活動する。 

（５）光陵中学校区学校運営協議会の活動を推進し、コミュニティ・エリアとして「地域とともに

歩む学校」と「地域づくり」に協働して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ 各種評価結果と改善策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 



Ⅵ 資 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｒ７年度 学校評価の流れ 
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１ 

 

 

 

 

学校運営

協議会 

教職員自己評価 児童への

活動 

保護者へ

の活動 

・学校経営の重点を踏まえ、目指す子ども

像の実現に向けた学校評価の計画を示

す。 

・アンケート項目の精査 

・学年経営計画作成・一学期の目標策定 

保護者 

アンケート 
(1)各アンケートのとりまとめ 

(2)自己評価の結果を踏まえた改善方

策の検討 

(3)報告書の作成 

(1)年度末反省において自己評価の結

果を踏まえた改善方策の見直し 

(2)新年度計画会議において翌年度の

目標設定や具体的取組に反映 
 

(1)自己評価の

結果と改善

方策につい

て評価 

(2)評価の結果

をとりまと

め 

学年ごとにアンケート結果を分析し、学年

経営案の二学期に重点的に取り組む目標と

方策を設定する ※Q-U 結果も参考に 

一学期末 

児童アンケート 

重点目標と評価方法の周知 

二学期末 

児童アンケート 

教員アンケート (1)授業・学校

行事・施設設

備の観察 

(2)校長との意

見交換等を

実施 

実態に応じて、現状把握や指導方法

の工夫など、効果的に指導する 

学校公開(普段の授業の参観等) を

実施（参加者アンケートの実施） 

学校評価の結果について、広く保護者・地域住民等に公表（学校だより・ＣＳ通信等） 

 

目指す子ども像の実現に向けた指導 

Ｇ 

Ｐ Ｒ 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 



自校評価の流れ 

Ｇ   目指す具体的な児童の姿を共有し、学年経営案で１学期の目標及び方策を明確にする 

        ↓ 

Ｒ   児童が１学期末段階で、「自身がどう感じているか」をアンケートで把握する 

        ↓ 

Ｐ   児童のアンケート結果をもとに、課題を把握し、二学期の目標を各担任、学年で検討

し、 

着手容易性の高い、シンプルな方策を練る（※Q-U結果も分析材料とする） 

        ↓ 

Ｄ   目標達成に向けて指導する。目標がおおむね達成できたら、学年で検討し、次の目標を 

設定し、取り組みを継続する 

        ↓ 

Ｃ   １１月に行うアンケート 

      児童、保護者、教師のアンケートにより、児童の自己肯定感の高まりや、教師の 

指導方法について評価・分析を行う。（※Q-U結果も分析材料とする） 

        ↓ 

Ａ   評価結果や分析結果をもとに、児童の自己肯定感の一層の向上を目指し、年度末反省及   

    び新年度計画会議において次年度の指導の重点（目ざす子ども像）を検討するととも 

に、年度末に向けて指導を継続・改善する。 

３．推進日程                            

  ４月２１日(月) 職員会議で周知（評価方法及び日程の連絡） 

   ↓ ５月１２日(月) 分掌会議でアンケート項目の意見集約 

５月２１日(水) 学校運営会議で方法及びアンケート項目の決定 

５月末～６月  PTCA 役員会で説明 

↓         説明後、文書等で保護者へ学校評価について周知 

     ６月下旬～   学期末アンケート配付 

   ↓ ７月２４日（木）Ｑ－Ｕ研修 

アンケートとＱ－Ｕの結果から後期の指導計画をたてる 

     ８月２９日（金）中間評価結果の振り返り提出 

Ｇ 

Ｒ 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 



↓         指導計画に沿って指導 

２学期参観日等で外部授業評価を実施する 

１１月下旬   児童・保護者・教職員アンケート配付 

１２月上旬   アンケート結果をもとに年度末反省の実施 

１２月８・９日 年度末反省臨時職員会議で次年度の「子ども像」協議 

１２月～１月  学校だよりで、アンケート結果の公表 

１月１９日（月）定例職員会議で新年度経営方針の提示 

２月２・３日  新年度計画会議 

２月中     ＰＴCＡ役員会にて学校評価のまとめ及び新年度経営方針の説明を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


